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❖
開
幕
迫
る
！

　

こ
の
秋
、
島
根
県
立
石
見
美
術
館
で
は
、

特
別
展
「
益
田
氏
VS
吉
見
氏
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
安
土

桃
山
時
代
に
か
け
て
、
益
田
を
治
め
た
益
田

氏
と
、
鹿
足
郡
を
治
め
た
吉よ
し
み見
氏
に
つ
い

て
、
そ
の
歴
史
と
文
化
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

益
田
氏
と
吉
見
氏
は
ラ
イ
バ
ル
関
係
に

あ
り
ま
し
た
。
特
別
展
で
は
、
そ
の
歴
史
を

大
き
く
3
つ
の
視
点
か
ら
紹
介
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
の
特
集
で
は
こ
れ
を
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。

　

よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、『
広
報
ま

す
だ
』
の
平
成
31
年
4
月
号
か
ら
『
中
世
益

田
講
座
「
益
田
氏
VS
吉
見
氏
」
』
を
連
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

視
点
1  

長
い
長
い
対
立
の
歴
史

　

益
田
氏
と
吉
見
氏
は
、
室
町
時
代
初
め

頃
か
ら
戦
国
時
代
後
半
に
至
る
ま
で
、
約

2
0
0
年
間
に
わ
た
っ
て
対
立
関
係
に
あ

り
ま
し
た
。
両
氏
の
険
悪
さ
に
は
、
中
央
政

権
で
あ
る
室
町
幕
府
や
山
口
の
大
名
大お
お
う
ち内

氏
も
、
そ
の
対
応
に
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
両
氏
の
対
立
は
、
応お
う
に
ん仁
・
文ぶ
ん
め
い明
の

乱
、
陶す
え
は
る
か
た

晴
賢
の
下
剋
上
、
大
内
氏
の
滅
亡
、

戦
国
大
名
毛も
う
り利

氏
の
覇
権
確
立
と
い
う
、
中

国
地
方
西
部
の
大
き
な
歴
史
的
画
期
に
も

大
き
く
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

益
田
氏
と
吉
見
氏
の
対
立
の
歴
史
、
中
国

地
方
西
部
の
歴
史
に
与
え
た
影
響
、
そ
し

て
、
両
氏
の
狭
間
に
あ
っ
て
必
死
に
生
き
抜

こ
う
と
し
て
い
た
人
々
の
歴
史
を
、
古
文
書

や
地
域
に
残
る
文
化
財
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

陶隆
たかふさ

房（晴賢）書状（益田市所蔵周
す ふ

布家文書、益田市立雪舟の郷記念館蔵）

陶晴賢の下剋上に、益田藤
ふじかね

兼が積極的に協力していたことを示す古文書。この後、益田氏・陶氏
連合軍は吉見氏に大規模な攻勢をしかける。

「
益
田
氏
　
吉
見
氏
」
展

集 
特 

VS

特別展「益田氏VS吉見氏  ― 石見の戦国時代 ― 」
会　期：9月5日（木）～ 11月4日（月・振）　※毎週火曜日、10月23日㈬休館（10月22日は開館）
  10：00 ～ 18：30 （入場は18：00まで）　
会　場：島根県立石見美術館　展示室A
主　催：益田の歴史文化を活かした観光拠点づくり実行委員会

（島根県立石見美術館、公益財団法人しまね文化振興財団、益田市、益田市教育委員会、
益田「中世の食」再現プロジェクト、益田商工会議所、一般社団法人益田市観光協会）

協　力：東京大学史料編纂所、公益財団法人古代学協会、国立歴史民俗博物館、島根県教育委員会
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重要文化財　大島本源氏物語
（古代学協会所蔵、京都府京都文化博物館寄託）

「夢
ゆめの

浮
うきはし

橋」の奥書。永
えいろく

禄 7（1564）年に「桐
きりつぼ

壺」と
「夢浮橋」の二巻を聖

しょうごいん

護院門
もんぜき

跡に書写してもらった
と吉見正頼が記しています。

華
か

南
なんさんさい

三彩貼
ちょうかもん

花文五
ご

耳
じ

壺
こ

（萬福寺所蔵）

益田氏が寄進したと伝わる。益田氏の南
なんばん

蛮貿
ぼうえき

易の
可能性を示唆する。

島根県指定文化財　陶
とうせいきょうづつ

製経筒
（豊田神社所蔵、島根県立古代出雲歴史博物館寄託）

豊田神社の奥の院石
しゃくとうじ

塔寺権
ごんげん

現から出土。高津川・匹見川
が合流する豊田（横田町・神田町）の重要性を物語る。

重要文化財　豊田豊
とよ

熊
くま

丸
まる

外
ほか

二名連
れんしょごんじょうじょうあん

署言上状案
（毛利博物館所蔵文書）

益田氏と吉見氏の対立の激しかった上
かみくろだに

黒谷で、地
域の中小規模の領主が、危機の際には横山城に駆
けつけると誓った文書。

視
点
2  

高
い
文
化
性

　

益
田
氏
と
吉
見
氏
は
、
政
治
的
、
軍
事
的

に
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
文
化
的
に
も
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
り
ま

し
た
。

　

益
田
氏
と
言
え
ば
、
雪
舟
を
招
い
て
益
田

兼か
ね
た
か堯

像
を
描
か
せ
た
ほ
か
、
萬
福
寺
と
医
光

寺
に
庭
園
を
築
か
せ
、
益
田
に
室
町
文
化
を

花
開
か
せ
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
萬
福

寺
の
本
堂
や
染そ
め
は羽

天あ
め
の
い
わ
か
つ

石
勝
神
社
の
本
殿
、

仏
画
や
仏
像
に
も
優
れ
た
遺
産
が
伝
わ
り

ま
す
。

　

吉
見
氏
も
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
鷲わ
し

原ば
ら

八
幡
宮
の
本
殿
な
ど
の
建
造
物
、
鷺さ
ぎ
ま
い舞

や

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
と
い
っ
た
中
世
以
来
の
文
化
が
津

和
野
に
は
色
濃
く
残
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戦
国
時
代
の
吉
見
正ま
さ
よ
り頼
は
、
自

ら
研
い
だ
と
い
う
刀
・
吉
見
左さ

文も
ん
じ字

や
、
作

成
し
た
琵び

わ琶
が
現
存
し
て
い
る
ほ
か
、
源

氏
物
語
の
最
善
本
と
さ
れ
る
大お
お
し
ま島
本ぼ
ん

源げ
ん
じ氏

物も
の
が
た
り

語
を
一
時
所
蔵
し
て
お
り
、
い
く
つ
か
の

源
氏
物
語
を
比
較
し
て
い
た
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
た
や
雪
舟
と
親
し
く
交
わ
り
、
そ
の
傑

作
を
多
数
残
し
た
益
田
氏
、
か
た
や
自
ら

様
々
な
文
化
遺
産
を
作
成
し
、
源
氏
物
語
の

最
善
本
を
伝
え
た
吉
見
氏
。
彼
ら
に
よ
っ
て

当
時
の
石
見
は
全
国
屈
指
の
文
化
水
準
に

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

視
点
3  

交
易
へ
の
熱
い
関
心

　

益
田
氏
と
吉
見
氏
は
、
日
本
海
を
越
え

た
先
に
あ
る
遠
い
地
域
と
の
交
易
へ
の
関

心
で
も
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。

　

益
田
氏
は
、
朝
鮮
半
島
の
虎
皮
や
蝦え

ぞ夷

地ち（
北
海
道
）産
の
昆
布
・
数
の
子
を
入
手

し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
古
文
書
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
お
り
、
交
易
に
よ
り
経
済
力

を
蓄
え
た
と
し
て
「
海
洋
領
主
的
性
格
」

が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
、
中な
か
ず須
東ひ
が
し
は
ら原
遺
跡

な
ど
の
発
掘
に
よ
り
、
考
古
学
的
に
も
裏

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
見
氏
も
負
け
て
お
ら
ず
、
琉
り
ゅ
う
き
ゅ
う
球
や
朝

鮮
半
島
と
の
交
易
上
、
重
要
な
領
主
た
ち

と
提
携
関
係
を
結
び
、
益
田
氏
と
戦
っ
て

良
港
の
多
い
長な
が
と
の
く
に
あ
ぶ
ぐ
ん

門
国
阿
武
郡
（
山
口
県
北

部
）
沿
岸
部
を
奪
取
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
津
川
は
石
見
西
部
の
流
通
の

大
動
脈
で
あ
り
、
そ
の
下
流
域
を
め
ぐ
っ

て
両
氏
は
激
し
く
争
い
ま
し
た
。

　特集 ❖ 「益田氏 VS 吉見氏」展 ❖
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こ
の
秋
は
、
特
別
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
と
し
て
、
益
田
の
歴
史
文
化
に
関
す
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
も
、
歴
史
を
楽
し
む
も
の
か
ら
、
よ

り
深
く
研
究
す
る
も
の
ま
で
、ま
た
、
全
国
的

な
学
会
や
山
口
県
萩
市
須
佐
と
の
連
携
事
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

※ 

各
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
の
中
で
、
主
催
者
の

記
載
が
な
い
も
の
は
、
益
田
の
歴
史
文
化

を
活
か
し
た
観
光
拠
点
づ
く
り
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
も
の
で
す
。

❖「
よ
み
が
え
る
戦
国
の
宴  

其
之
五
」

日
時
：
9
月
14
日
㈯　

13
：
00
〜

会
場
：
グ
ラ
ン
ト
ワ 

多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

　
　
　

展
示
室
Ａ

出
演
：
塩
高
和
之
（
琵
琶
）

　
　
　

田
中
黎
山
（
尺
八
）

料
理
提 

供
：
益
田
「
中
世
の
食
」
再
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

定
員
：
限
定
40
席

入
場
料
：
3
、5
0
0
円（
料
理
・
お
酒
付
）

※ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
券
ま
た
は
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
：
グ
ラ
ン
ト
ワ
総
合
案
内
カ

ウ
ン
タ
ー
（
☎
31
・
1
8
7
1
）

　

益
田
藤ふ
じ
か
ね兼・

元も
と
よ
し祥

が
毛も
う
り
も
と
な
り

利
元
就
を
も
て
な

し
た
「
祝
い
膳
」
を
再
現
し
た
料
理
と
、
琵

琶
の
演
奏
を
味
わ
う
催
し
で
す
。

❖  

特
別
講
座
「
益
田
氏
VS
吉
見
氏
」

日
時
：
10
月
12
日
㈯　

10
：
00
〜
11
：
30

会
場
：
グ
ラ
ン
ト
ワ 

ス
タ
ジ
オ
１

講
師
：
中
司
健
一（
益
田
市
歴
史
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
主
任
）

定
員
：
1
5
0
名（
申
込
不
要
／
聴
講
無
料
）

共
催
：
石
西
の
文
化
を
学
ぶ
れ
ん
げ
草
の
会

　

特
別
展
の
前
提
と
な
っ
た
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
中
世
石
見
国
高

津
川
流
域
の
史
料
調
査
と
研
究
」
の
成
果
を

詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

❖  

特
別
展
関
連
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時
：
初
級
者
コ
ー
ス　

9
月
8
日
㈰

　
　
　

上
級
者
コ
ー
ス　

10
月
13
日
㈰

　

※ 

各
日
と
も 

7
：
00 

集
合

　

※ 

集
合
場
所
は
、
県
益
田
合
同
庁
舎
ま
た

は
J
R
益
田
駅

場
所
：
益
田
市
内
、津
和
野
町
内
を
回
り
ま

す
。

定
員
：
初
級
者
コ
ー
ス 

27
人
（
要
申
込
み
）

上
級
者
コ
ー
ス 

19
人
（
要
申
込
み
）

参
加
料
：
4
、0
0
0
円
（
昼
食
別
）

申
込
先
：
石
西
の
文
化
を
学
ぶ
れ
ん
げ
草
の
会

☎
0
9
0
・
3
1
7
6
・
5
9
0
4

22
・
6
9
2
7

pastel@
m
aro-v.jp

※ 

申
込
み
の
際
に
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
（
当
日
連
絡
が
つ
く
も
の
）、集
合

場
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

主
催
：
石
西
の
文
化
を
学
ぶ
れ
ん
げ
草
の
会

　

吉
見
氏
に
関
連
す
る
史
跡
、神
社
、仏
閣
を

中
心
に
回
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
益
田
市
職

員
お
よ
び
津
和
野
町
職
員
が
解
説
し
ま
す
。

❖  

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
：
9
月
22
日
㈰
、
10
月
19
日
㈯
、

11
月
4
日（
月
・
振
）  

各
日
と
も 

14
：
00
〜

会
場
：
グ
ラ
ン
ト
ワ 

展
示
室
Ａ

定
員
：
な
し
（
申
込
不
要
／
聴
講
無
料
）

※ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
券
ま
た
は
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

　

展
示
内
容
を
解
説
し
ま
す
。
こ
の
日
程
以

外
に
も
展
示
解
説
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
グ

ラ
ン
ト
ワ
ま
た
は
文
化
財
課
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
日
程
に
よ
っ
て
は
お
受
け

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

  

・
グ
ラ
ン
ト
ワ　

☎
31
・
1
8
6
0

  

・
市
文
化
財
課　

☎
31
・
0
6
2
3

❖  

ま
わ
っ
て
集
め
よ
う
！

  

益
田
氏
・
吉
見
氏
の
武
将
カ
ー
ド

期
間
：
9
月
5
日
㈭
〜
11
月
30
日
㈯

場
所
：
島
根
県
立
石
見
美
術
館
、
萬
福
寺
、

医
光
寺
、
益
田
市
立
雪
舟
の
郷
記
念

館
、
萩
市
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
、

永よ
う
め
い
じ

明
寺
（
津
和
野
町
）

※
施
設
に
よ
り
配
布
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

　

各
施
設
を
観
覧
・
拝
観
さ
れ
た
方
に
武
将

カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。「
吉
見
正
頼
」
を

益
田
市
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
乃の
き希

さ
ん
に
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

❖  

開
会
式

日
時
：
9
月
5
日
㈭　

9
：
30
〜

会
場
：
島
根
県
立
石
見
美
術
館
ロ
ビ
ー

　
　
※
申
込
み
が
必
要
で
す
。

 

9
月
4
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
先
：
市
文
化
財
課

　
　
　
　
☎
31
・
0
6
2
3

　
　
　
　

24
・
1
3
8
0

　

特
別
展
の
開
会
式
を
開
催
し
ま
す
。
セ

レ
モ
ニ
ー
の
後
、
展
示
解
説
を
行
い
ま
す

の
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
券
ま
た
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で

す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
等

　特集 ❖ 「益田氏 VS 吉見氏」展 ❖

吉見正頼のイラスト
Ⓒ益田市、illust乃希
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❖  
２
０
１
９
年
度
日
本
古
文
書
学
会
大
会

「
古
文
書
学
へ
の
招
待　

　
　
　

ひ
ら
か
れ
る
研
究
の
窓
」

公
開
講
演

日
時
：
9
月
14
日
㈯　

13
：
15
〜

会
場
：
グ
ラ
ン
ト
ワ 
小
ホ
ー
ル

講
師
：
① 

長
谷
川
博
史 （
島
根
大
学
教
育
学

部
教
授
）「
出
雲
国
の
戦
国
争
乱

と
中
世
文
書
」

② 

仲
野
義
文
（
石
見
銀
山
資
料
館

館
長
）「
徳
川
政
権
に
よ
る
石
見

銀
山
支
配
と
大
久
保
長
安
」

定
員
：
4
0
0
名
（
申
込
不
要
／
聴
講
無
料
）

研
究
発
表

日
時
：
9
月
15
日
㈰　

9
：
00
〜

会
場
：
グ
ラ
ン
ト
ワ 

ス
タ
ジ
オ
1

内
容
：
15
本
の
研
究
発
表

参
加
費
：
5
0
0
円
（
資
料
代
）

　
　
　

※
日
本
古
文
書
学
会
会
員
は
無
料

主
催
：
日
本
古
文
書
学
会

共
催
：
益
田
市
、
益
田
市
教
育
委
員
会
、

　
　
　

島
根
県
教
育
委
員
会

後
援
：
島
根
県

問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
古
文
書
学
会

　

gakkai@
kom

onjo.sakura.ne.jp

　

日
本
最
大
の
古
文
書
研
究
の
学
会
で
あ

る
日
本
古
文
書
学
会
の
今
年
度
の
大
会
が
、

益
田
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

❖ 

萩
市
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館 

企
画
展　
「
旦
那
様
が
や
っ
て
き
た

〜
益
田
か
ら
須
佐
へ  

近
世
益
田

家
の
幕
明
け
〜
」

会
期
：
9
月
7
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

　
　
　

9
：
00
〜
16
：
30

　
　

※ 

月
曜
日
は
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
開
館
、
翌
火
曜
日
が
休
館
）

会
場
：
萩
市
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

第
一
・
第
二
展
示
室

（
山
口
県
萩
市
大
字
須
佐
4
4
4
1
10
）

入
館
料
：
高
校
生
以
上
…
3
1
0
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
…
1
5
0
円

主
催
：
萩
市
、
萩
市
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館

「
み
こ
と
館
」

後
援
：
益
田
市
、
益
田
市
教
育
委
員
会　

他

　

関
ヶ
原
の
合
戦
後
、
益
田
を
去
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
益
田
氏
は
須
佐
へ
と
移
り

ま
す
。
以
後
、
益
田
氏
は
長
州
藩
の
永
代
家

老
家
と
し
て
政
務
に
あ
た
る
一
方
、
領
主
と

し
て
須
佐
を
大
き
く
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　

益
田
氏
が
須
佐
に
移
っ
て
き
た
経
緯
や
、

そ
の
後
に
須
佐
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

の
か
な
ど
、「
須
佐
へ
の
移
封
」
を
テ
ー
マ

に
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
益
田
市
で
の
各
種
行

事
と
の
連
携
を
強
く
意
識
し
て
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
期
間
中
は
、
益
田
か
ら
須
佐
、

須
佐
か
ら
益
田
の
双
方
向
の
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

❖  

萩
市
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
の
益
田
家
・

近
世
の
益
田
家
〜
益
田
地
域
・
須
佐

地
域
の
現
在
・
過
去
・
未
来
〜
」

日
時
：
10
月
14
日（
月
・
祝
）

　
　
　

13
：
00
〜
15
：
15

会
場
：
萩
市
須
佐
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
山
口
県
萩
市
大
字
須
佐
4
5
7
0
1
）

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

樋
口
尚
樹 

（
松
陰
神
社
宝
物
殿 

至

誠
館 

館
長
）

◆
登
壇
者山

本
浩
章（
益
田
市
長
）、藤
道
健
二

（
萩
市
長
）、中
司
健
一（
益
田
市
歴

史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
）、重

田
麻
紀
（
萩
市
須
佐
歴
史
民
俗
資
料

館
特
別
学
芸
員
）

参
加
費
：
3
0
0
円
（
資
料
代
）

定
員
：
な
し　

※
申
込
み
が
必
要

申
込
先
：
萩
市
須
佐
公
民
館

　

☎
0
8
3
8
7
・
6
・
2
3
1
0

主
催
：
萩
市

共
催
：
益
田
市
、
益
田
市
教
育
委
員
会

　
「
益
田
家
」
と
い
う
歴
史
的
に
大
き
な
共

通
点
を
持
つ
益
田
市
と
萩
市
須
佐
と
で
、
互

い
の
地
域
に
つ
い
て
の
理
解
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
特
色
、
歴
史
を
活
か

し
た
取
組
と
そ
の
課
題
、
今
後
へ
の
展
望
な

ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

❖  

第
1
1
2
回  

歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
中
世
益
田
の
世
界
」

日
時
：
11
月
2
日
㈯

　
　
　

10
：
00
〜
16
：
30

会
場
：
グ
ラ
ン
ト
ワ 

小
ホ
ー
ル

内
容
：
研
究
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

定
員
：
4
0
0
名（
申
込
不
要
／
聴
講
無
料
）

主
催
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

共
催
：
益
田
市
、
益
田
市
教
育
委
員
会
、
石

西
の
文
化
を
学
ぶ
れ
ん
げ
草
の
会

問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
　

広
報
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　

☎
0
4
3
・
4
8
6
・
0
1
2
3

　

千
葉
県
佐
倉
市
に
あ
る
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
は
、
歴
史
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
に

関
す
る
国
内
最
大
の
博
物
館
で
あ
り
、
大

学
・
研
究
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

　

同
館
は
平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度
に
か

け
て
、
共
同
研
究
「
中
世
日
本
の
地
域
社
会

に
お
け
る
武
家
領
主
支
配
の
研
究
」
を
、
益

田
市
域
を
基
軸
事
例
と
し
て
実
施
し
、
中
世

石
見
国
高
津
川
・
益
田
川
下
流
域
社
会
の
実

態
解
明
が
大
き
く
進
み
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
中
世
の
益

田
の
地
域
社
会
像
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
ま
す
。

　特集 ❖ 「益田氏 VS 吉見氏」展 ❖


